
審査基準

別紙１

【プロポーザル審査表】

審査項目 配点 比重 評定点 比重×評定点

業務内容の理解（90） 10 2

・分析に適したデータ形式を把握・理解することができる研
修が提案されているか

10 2

・データ収集・分析の基礎を理解することができる研修が提
案されているか

10 2

・データ収集と分析する技術を習得する手法の提案がなされ
ているか

10 2

・業務目的に応じたグラフ等の作成方法を理解することがで
きる研修が提案されているか

10 2

・統計的視点を取り入れた客観的な分析の基礎スキルを習得
することができる研修が提案されているか

10 2

・データを活用し、受講者が自ら分析プロセスを体感できる
研修が提案されているか

10 2

・データの可視化等の本質的な観点から業務の改善に取り組
む手法の提案がなされているか

10 2

・円滑な業務改善を実践するため能力を習得できる研修が提
案されているか

10 2

サポート体制（10） 10 2

追加提案（20） 20 4

業務実績（10） 10 2

見積額（20） 20

150

（１）評定点は、５点満点とし、次の５段階で行う。（優れている：５点、やや優れている：４点、普通：３点、やや劣ている：２点、劣っている：１点）
（２）見積額については、審査基準に記載のとおり「最低額を満点とし、20点×提案者のうちの最低見積額／提案者の見積額」を評定点とする。
（３）評定点合計は、各審査基準（見積額を除く）の評定点に比重を掛け合わせたもの及び見積額の評定点の合計点とする。なお、評定点の満点は150点とする。

業務改善実践力（分析結果を通じて、自身の取り組む政策に疑問を持
ち、本質的な観点から業務の改善に取り組む能力）の育成に適した提
案がなされているか

伊豆の国市デジタル人材育成業務　審査項目及び評価内容

審査基準

業務の趣旨及び目的を十分に理解しているか

データ収集と分析力（データを収集、分析を実務に活かす能力）の育
成に適した提案がなされているか

データ利活用（データを活用し、実務に活かす能力）の育成に適した
提案がなされているか

提案内容を実施できる体制がとれているか。受講者支援のサポート体
制が整っているか。

その他、ＤＸ実践に有効な提案がなされているか。

本業務と同種、類似業務の実績を有しているか。

①提案内容に基づく適切な事業費（委託料）の積算がされているか。
※最低額を満点とし、20点×提案者のうちの最低見積額／提案者の見
積額

評定点合計


